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科学技術基本法で⽬標設定をしても⽇本はなぜか研究⼒低下 どう⽴て直す？ 
 
昨今、⽇本の研究⼒は低下し、諸外国との⽐較でその順位を落としているといわれている。
その証拠の⼀つとされるのが⽇本⼈の書いた研究論⽂の引⽤回数が少ないことであり、も
う⼀つが研究開発の成果が富を⽣み出さないことである。 
 
富の創出に関していえば、⽇本は出だしではトップランナーである分野においても、商業化
の段階で諸外国に追い抜かれてその果実を得ることができないケースが散⾒される。⽇本
の研究開発⼒が本当に低いものであるのか？ 今⼀度確認を要するのではないだろうか。 
 
科学技術基本法では国が注⼒すべき分野を決め、その進捗を管理しているが、この⽅式では
研究に意外性が⼊る余地が⼩さくなり、ありきたりの結果しか得られてこないのではない
だろうか？ そしてこのことが、⽇本の研究⼒低下の根本的原因ではないのだろうか？ 

 

 



⽵内薫著「ブレークスルーの科学者たち（2010 年）」という本がある。この本が書かれた⽬
的は、トップレベルの科学者にインタビューして「ブレークスルーの法則」を知りたい、で
ある。11 ⼈の科学者にヒアリングの結果、科学者は研究や開発に⾏き詰まり、信じられな
いような努⼒の末、困難を「突破」する、と記されている。 
 
国の科学技術基本法に関しては、注⼒すべき分野を定め、公募により資⾦を提供する科学者
を選定する。公募に応えて、⽬的・⽅法・予期される結果を⽰しての資⾦調達合戦となるが、
選定する⽴場からは予期される結果がしっかりしたものでなければならない。また、この予
期される結果が⾼い確率で達成可能であるとの確信を持てなければならない。 
 
もし、予期される結果が上の条件を満たすのであれば、公募で選ばれるテーマでは予期され
る結果が得られて当然であり、その結果からはみ出す新たな知⾒は得られにくいと考えら
れる。もし、予想に反した結果しか⽣み出さなかったならその研究は失敗？？とみなされる
可能性すらある。 
 
⽵内の書籍に、「2009 年に⾏政刷新会議が⾏った事業仕分けでは、科学技術関連予算が⼤幅
にカットされた。『わからない→いらない→資⾦根絶』という恐るべき思考パターンを露呈
した形となった。」とあるように、わかることしかやらない研究に新たな⾶躍の芽は出てこ
ないということである。 
 
参考までに、⽵内のインタビューした 11 ⼈の科学者が、ブレークスルーのために必要と思
っているポイントを書より引⽤した。 
 
１ ⼭中伸弥  異分野を繋ぐ⼒＋⼈を引き寄せる⼒＋チームをまとめる⼒ 
２ 傳⽥光洋  前例にとらわれない⼒ 
３ 中垣俊之  異分野をつなげる⼒ 
４ 新津洋司郎 他⼈のために尽くす⼒ 
５ 坪⽥⼀男  ⼈を引き寄せる⼒ 
６ ⼭根公⾼  シンプルさを追求する⼒＋境界⼈がもつ⼒ 
７ ⼤内⼀之  境界⼈が持つ⼒ 
８ ⽻澄昌史  あえて「難解」なことに挑戦する⼒ 
９ ⼩澤 明  仕事を楽しむ⼒ 
10 奥ノ⾕⼀夫 チームをまとめる⼒ 
11 ⽥中宏幸  異分野をつなぐ⼒ 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 


